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 研究要旨 
現時点では視覚聴覚二重障害に特化した医療や教育、社会的な対応は確立

していないことから、これまで診療マニュアルの作成を行う等の取り組みを

行ってきた。視覚聴覚二重障害の児が将来的に社会で自立するには、成長に

応じて医療も成人移行が必要となる。しかしながら、視覚聴覚二重障害を呈

する児が医療面で円滑に成人移行するための検討はなされてこなかったのが

現状であり、視覚聴覚二重障害の児の臨床像や臨床経過、必要な医療資源の

検討を行い、移行支援プログラムの構築を行った。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
先天性および若年性の視覚聴覚二重障害を呈す

る難病においても小児から成人移行の問題があ

り、特に視覚聴覚二重障害のように複数科の診

療および連携を必要とする場合には困難がみら

れる。しかしながら、視覚聴覚二重障害のある

方が安心して円滑に成人移行できるようにする

ことは、その後の自立した社会生活を営む上で

も必要不可欠である。このため円滑な成人移行

のために必要なプロセスの検討を行い成人移行

支援プログラムの構築を行うことを目的とし

た。 
 
Ｂ．研究方法 
当院での診療経験や見識を元に移行支援体制

と医療機関連携について検討を行い、移行支援

プログラムの作成を行った。プログラムの作成

を行うにあたり、視覚聴覚二重障害を呈す患児

の臨床的特徴、視覚および聴覚障害の臨床経過

等を確認し、成人移行が可能となる状態、時期

や成人移行先に必要とされる医療的資源等の検

討を行った。 
 
 
 
 
 

(倫理面への配慮) 
複数の視覚聴覚二重障害児の臨床経過を検討

し、個人情報が流出することがないように配慮

を行った。 
 
Ｃ．研究結果   
 視覚聴覚二重障害児の状態として、大きく 3
パターンに分かれ、その状態により移行可能な

時期や連携可能な移行先の医療機関も異なるこ

とが判明した。移行先としては、視覚障害、聴

覚障害をともに診療できる医療機関が望ましい

が、患児の状態や地域の医療事情によっても移

行可能な医療機関は異なる。前述の 3 パターン

とは、①視覚聴覚二重障害以外の症状がなく発

達障害も伴わない場合 ②視覚聴覚二重障害に

発達障害等を伴うが全身状態には大きな問題が

ない場合 ③視覚聴覚二重障害の他に全身的な

合併症があり、小児科から成人診療科への移行

も伴う場合である。①の場合には、標準純音聴

力検査が施行可能であれば、幅広く移行可能な

医療機関が存在し、小児病院からの移行も中学

卒業の 15歳以上もしくは高校卒業の 18歳以上

で可能であり検討している。②の場合には、視

覚障害や聴覚障害の評価として、発達段階に応

じた検査方法が必要となるため、移行先は検査

施行可能な医療機関に限られる。また移行可能

時期も高校卒業の 18歳以上の検討となる。③
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の場合には、重篤な全身的合併症を伴う場合に

は、それに対応できる医療機関が第一選択とな

り、同じ医療機関で視覚聴覚の評価も可能な場

合が最適となるが、視覚聴覚についての診療は

他医療機関とせざるを得ない場合もある。小児

病院で視覚聴覚の評価や対応が十分に行われて

いる場合には、その診療内容を参照し移行先で

の診療継続が可能なことも多く、十分な診療情

報提供が重要となる。 

 
Ｄ．考察 
当院で診療を行っている児の臨床情報を手掛

かりに必要かつ最適な成人移行プリグラムの検

討、試案を行ったが、ある程度パターン化する

ことで理解しやすい平易な案の提唱は可能であ

るが、視覚聴覚二重障害以外の発達や合併症の

存在等、診療内容に影響する要素が児によって

異なり、パターンによる試案を参照しつつ、個

別の検討、移行支援体制が必要であることが実

感された。 
 
Ｅ．結論 
視覚聴覚二重障害児や疾患の特徴を踏まえた

パターン化した移行支援プログラムを参照しつ

つ、個別の検討、支援体制の構築が必要であ

る。 
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